
▼
コ
ロ
ナ
禍
で

社
会
活
動
に
不

可
欠
な
仕
事
を

尊
敬
と
感
謝
の

意
を
込
め
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
Ｅ

Ｗ
）
と
呼
び
始
め
た
。
日
頃
は

低
賃
金
を
強
い
ら
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
で
は
高
い
感
染
リ
ス
ク
の
中

で
働
く
人
た
ち
で
あ
り
、
ハ
イ

タ
ク
乗
務
員
も
そ
の
典
型
だ
。

▼
厚
労
省
は
医
療
従
事
者
に
最

大
20
万
円
の
慰
労
金
を
支
給

し
、
介
護
職
員
ま
で
拡
大
し
た

が
、
公
共
交
通
、
配
達
・
運
送
、

ス
ー
パ
ー
等
も
っ
と
拡
大
す
べ

き
だ
。
そ
ん
な
中
、
旭
川
市
が

独
自
に
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
に
慰

労
金
の
支
給
決
定
は
勇
気
付
け

ら
れ
る
。▼
ヤ
マ
ト
運
輸
や
ス
ー

パ
ー
「
ラ
イ
フ
」
も
全
従
業
員

に
緊
急
特
別
感
謝
金
等
を
支

給
。
タ
ク
シ
ー
会
社
で
は
支
給

す
る
会
社
が
ほ
ん
の
一
部
に
す

ぎ
な
い
。▼
４
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
ク
オ
モ
知
事
は
言
っ
た
。

「
Ｅ
Ｗ
は
、
毎
日
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
て
最
前
線
に
立
つ
人
々

だ
。
犠
牲
と
努
力
が
適
切
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」「
ウ
イ
ル
ス
に
曝
露

し
続
け
る
限
り
、
彼
ら
は
ふ
さ

わ
し
い
補
償
を
受
け
る
べ
き
だ
。

私
は
政
府
に
対
し
、
こ
れ
ら
の

最
前
線
の
労
働
者
に
危
険
手
当

を
提
供
し
、
50
％
の
ボ
ー
ナ
ス

を
与
え
る
よ
う
求
め
る
」「
彼

ら
は
こ
の
危
機
に
お
け
る
真
の

英
雄
な
の
だ
」
と
。
同
じ
言
葉

を
言
え
る
政
治
家
は
菅
政
権
内

に
い
る
だ
ろ
う
か
？
Ｍ
・
Ｔ

　

本
田
有
副
委
員
長
が
開
会
挨
拶

し
、
東
京
地
連
の
池
端
清
浩
代
議

員
と
筒
井
守
代
議
員
の
両
名
を
議

長
団
に
選
出
。
大
会
書
記
に
は
東

京
地
連
の
川
幡
喜
司
代
議
員
が
務

め
ま
し
た
。
資
格
審
査
委
員
長
の

水
野
潔
副
委
員
長
が
出
席
状
況
・

委
任
状
提
出
状
況
を
報
告
し
大
会

の
成
立
を
確
認
し
た
後
、
全
自
交

労
連
の
伊
藤
実
中
央
執
行
委
員
長

が
挨
拶
し
、「
コ
ロ
ナ
危
機
が
続

く
中
、
経
営
側
と
の
意
思
疎
通
を

密
に
し
雇
用
を
守
ろ
う
。
稼
働
状

況
や
実
車
率
を
分
析
し
、
適
正
な

台
数
を
地
域
協
議
会
を
活
用
し
て

実
現
し
て
行
こ
う
」
と
参
加
者
に

訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
立
憲
民
主
党
・
枝
野

代
表
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全
体
で
確
認

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
前
配
布
し
た
各
議

案
を
簡
潔
に
提
案
し
、
出
席
代
議

員
の
採
決
で
承
認
す
る
と
と
も

に
、「
賛
否
回
答
票
」
の
票
数
を

報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第

１
か
ら
第
５
号
議
案
の
す
べ
て
の

議
案
が
出
席
代
議
員
・
中
央
委
員

の
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
る
と
と

も
に
、「
賛
否
回
答
票
」
の
集
計

も
「
反
対
ゼ
ロ
」
の
全
員
賛
成
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
中
央
執
行
委
員
１
名

の
補
充
を
行
い
、
新
た
に
茨
城
地

本
の
金
野
建
一
氏
が
中
央
執
行
委

員
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

大
会
議
長
が
大
会
宣
言
を
提
案
し

拍
手
で
採
択
し
た
後
、
第
48
回
機

関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
発
表
を

行
い
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
「
い

し
ず
え
」（
日
交
労
本
部
）
と
「
湾

岸
新
木
場
」（
日
交
労
湾
岸
支
部
）

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

北
坂
隆
生
副
委
員
長
が
閉
会
の

挨
拶
を
行
い
、
最
後
に
伊
藤
実
中

央
執
行
委
員
長
の
音
頭
で
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
を
三
唱
し
て
定
期
大
会

を
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

コロナ危機を乗り越え、「交通崩壊」防ぐ！
全自交労連第 7 ６ 回定期大会

団結力でコロナ危機を乗り越える運動を決意

挨拶する伊藤実委員長

　
全
自
交
労
連
は
10
月
20
日
、
東
京
・
全
自
交
会
館
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
て
第
76
回
定

期
大
会
を
開
き
、
事
前
に
配
布
し
た
「
賛
否
回
答
票
」
の
集
約
を
行
い
、「
コ
ロ
ナ
危
機
を
団
結
し
た

力
で
乗
り
越
え
よ
う
」「
交
通
崩
壊
を
阻
止
し
、
雇
用
労
働
条
件
を
守
り
抜
こ
う
」「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導

入
を
許
さ
ず
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
地
域
公
共
交
通
を
自
治
体
・
住
民
と
と
も
に
創
出
し
よ
う
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
新
年
度
運
動
方
針
・
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
も
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
今
後
、
書
面
大
会
を
可
能
と
す
る
規
約
改
正
も
行
い
ま
し
た
。

ラ
イ
ド
シ
ェア
導
入
阻
止
し
、地
域
公
共
交
通
創
出

　

北
海
道
の
旭
川
市
は
10
月
16

日
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
第
６
次
緊
急
対

策
」
を
公
表
し
、
そ
の
中
で
「
公

共
交
通
運
転
従
事
者
へ
の
慰
労

金
」
を
創
設
。
路
線
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
運
転
従
事
者
に
「
１
人
・

２
万
円
」
の
慰
労
金
支
給
を
決
め

ま
し
た
。
こ
の
他
、
保
育
所
等
従

事
者
の
慰
労
金
と
し
て
「
１
人
・

５
万
円
」
の
支
給
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
紋
別
市
が
７
月

に
公
共
交
通
事
業
者
に
対
す
る

経
営
支
援
と
し
て
「
１
事
業
者

１
５
０
万
円
＋
従
業
員
１
人
当
た

り
３
万
５
千
円
」
を
決
め
て
い
ま

す
が
、
社
会
に
欠
か
せ
な
い
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
運

転
業
務
に
従
事
す
る
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
乗
務
員
に
直
接
慰
労
金
を
支

給
す
る
の
は
全
国
で
も
初
め
て
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
で

公
共
交
通
の
運
転
従
事
者
は
国
の

事
業
継
続
要
請
を
受
け
、
高
い
感

染
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら
日
々
働

い
て
い
ま
す
が
、
５
月
段
階
か
ら

自
治
体
要
請
を
行
っ
て
き
た
全
自

交
北
海
道
地
連
の
鈴
木
委
員
長
は

「
北
海
道
知
事
に
も
タ
ク
シ
ー
乗

務
員
の
苦
境
を
訴
え
、
対
策
を
要

望
し
て
き
た
が
、
旭
川
市
の
よ
う

な
支
援
が
も
っ
と
拡
大
し
て
ほ
し

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

韓
国　
タ
ク
シ
ー
運
転

者
に
９
万
円
支
給

　

韓
国
は
タ
ク
シ
ー
運
転
者
に
対

す
る
災
難
支
援
金
と
し
て
10
月
末

か
ら
９
万
円
を
支
給
と
発
表
し
ま

し
た
。「
盾
を
よ
り
強
く
す
る
た

め
に
は
、
危
機
的
な
弱
者
に
集
中

的
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
弱
い
輪

を
補
完
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

旭
川
市
が
公
共
交
通
運
転
従
事
者
を
慰
労
金
で
直
接
支
援

�

路
線
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
転
従
事
者
に
１
人
２
万
円
を
支
給
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大
会
で
全
自
交
労
連
第
48
回
機

関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
応
募
23
紙
の
中
か
ら
日
交

労
本
部
の
「
い
し
ず
え
」
と
日
交

労
湾
岸
支
部
の
「
湾
岸
新
木
場
」

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

国
交
省
に
各
地
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
送
ろ
う

す
べ
て
の
議
案
を「
反
対
ゼ
ロ
」で
採
択

全
自
交
労
連
第
76
回
定
期
大
会

　

全
自
交
労
連
第
76
回
定
期
大
会
の
成
立
状
況
は
、

出
席
し
た
役
員
22
名
（
委
任
状
８
）、
中
央
委
員
１
名

（
委
任
状
51
）、
代
議
員
３
名
（
委
任
状
77
）、
委
任

状
合
計
が
１
３
６
枚
で
合
計
１
６
２
と
な
り
、
大
会

構
成
員
の
１
０
０
％
を
確
認
し
て
成
立
。
１
～
５
号

議
案
の
す
べ
て
が
全
員
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
は
10
月
、「
改
正

地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生

法
」
の
施
行
に
伴
い
、「
地
域
公
共

交
通
会
議
に
関
す
る
国
土
交
通
省

と
し
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
概
要
）

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

自
家
用
有
償
運
送
を
運
送
目

的
に
よ
る
交
通
空
白
地
有
償
運
送

（
仮
称
）と
福
祉
有
償
運
送（
仮
称
）

の
２
類
型
に
整
理
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
有
償

運
送
を
担
え
る
よ
う
「
事
業
者
協

力
型
自
家
用
有
償
運
送
」
を
新
設
。

そ
の
中
で
事
業
用
車
両
の
持
ち
込

み
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
利
用
者
か
ら
収
受
す

る
対
価
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の「
タ

ク
シ
ー
の
上
限
運
賃
の
概
ね
１
／

２
の
範
囲
内
」
を
改
め
、「
１
／
２

を
超
え
る
対
価
の
設
定
が
で
き
る

よ
う
に
明
記
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
の
交
通
状
況
の

把
握
」
に
触
れ
、「
更
な
る
移
動

手
段
の
検
討
が
必
要
か
判
断
」
と

の
記
載
も
あ
り
ま
す
。

　
「
改
正
地
域
公
共
交
通
活
性

化
・
再
生
法
」
成
立
時
の
国
会
附

帯
決
議
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
改

正
で
自
家
用
有
償
運
送
が
事
実
上

の
営
利
事
業
と
し
て
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
正
が
「
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
」
の
導
入
に
道
を
開
く

契
機
に
さ
せ
な
い
た
め
に
警
戒
・

　

国
土
交
通
省
は
10
月
15
日（
木
）

か
ら
11
月
14
日
（
土
）
ま
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た
う

え
で
11
月
下
旬
に
公
布
・
施
行
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
各
地
か
ら
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
意
見
を
送
り
ま
し
ょ

う
。

監
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
運
営
協
議
会
に
つ

い
て
言
え
ば
、
各
協
議
会
が
自
主

的
に
決
め
た
「
満
場
一
致
に
よ
る

議
決
」
や
「
無
償
運
送
経
験
１
年

以
上
」
等
の
決
め
事
を
「
と
ん
で

も
ル
ー
ル
」
と
攻
撃
し
て
見
直
し

【
パ
ブ
コ
メ
の
例
】

●
国
会
付
帯
決
議
を
尊
重
し
、
自

家
用
有
償
運
送
が
営
利
事
業
と
し

て
ハ
イ
タ
ク
の
経
営
を
圧
迫
し
な

い
よ
う
む
や
み
に
拡
大
し
な
い
こ

と
。
●
今
回
の
改
正
に
お
い
て
も

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
を
認
め
な

い
こ
と
。

を
迫
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
改
正
に
お
い
て
も
「
地

域
公
共
交
通
会
議
」
が
関
係
者

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
協
議
を
経

て
、
安
全
の
確
保
や
利
用
者
保
護

に
万
全
を
期
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
「
1
／
２
を
超
え
る
対
価
の
設

定
」
は
反
対
。
利
用
者
に
と
っ
て

も
望
ま
し
く
な
い
。
少
な
く
と
も

「
事
業
協
力
型
自
家
用
有
償
運

送
」
で
事
業
用
自
動
車
を
持
ち
込

む
場
合
に
限
る
べ
き
。
●
対
価
水

準
に
つ
い
て
は
、
現
行
に
お
い
て

も
、「
迎
車
回
送
料
金
」「
介
助
料
」

等
で
「
１
／
２
」
を

超
え
て
い
る
状
況
も

相
当
あ
り
、「
1
／

２
の
範
囲
内
」
を
維

持
し
た
と
し
て
も
支

障
は
な
い
は
ず
。
●

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
を

地
域
交
通
に
最
大
限

活
用
し
、
そ
の
運
賃

を
補
助
す
る
等
の
措

置
で
生
活
交
通
を
守

る
こ
と
。
●
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
、
二

種
免
許
を
義
務
化

す
べ
き
。
●
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
休
業
・

廃
業
が
増
加
し
て
お

り
、
こ
れ
以
上
「
交

通
空
白
地
」
を
拡
大

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

タ
ク
シ
ー
の
営
業
区

域
を
旧
市
町
村
か
ら

今
現
在
の
市
町
村
単

位
に
す
る
こ
と
。

国交省が地域公共交通会議の一部改正の概要を公表

自家用有償運送の対価「1/2超」明記
パブリックコメントを募集11月14日（土）まで

自
家
用
有
償
運
送
を
営
利
事
業
に
す
る
な

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に
道
を
開
か
せ
な
い

議長団の池端代議員（左）と筒井代議員

大会スローガン
●コロナ危機を団結した力で乗り越えよう！
　「交通崩壊」を阻止し、雇用・労働条件を守り抜こう！
●ライドシェア導入を許さず、生活に欠かせない
　地域公共交通を自治体・住民とともに創出しよう！

〈サブスローガン〉
１．�新型コロナ感染防止策を徹底させ、タクシー労働者の命を守ろ
う！

　　�公共交通に対する強力な支援を求め、雇用と労働条件を確保し
よう！

２．�自治体に対し、タクシーを重要な公共交通機関・災害時輸送機
関として認識させ、タクシー産業を守り、活用する交通・福祉
政策を実現しよう！

３．�安心して生活できる職場環境、賃金・休業補償・危険手当を獲
得しよう！公共交通労働者にふさわしい労働条件を築こう！

４．�白タク・ライドシェア導入を絶対に許すな！適正需給と適正運
賃を実現し、良質で多様なサービスと安定供給を確立しよう！

５．�労基法・「改善基準告示」違反をタクシー職場から一掃しよう！
　　定年延長と「同一労働・同一賃金」に向け前進しよう！
６．違法な白タクを根絶！白ナンバー有償輸送の安易な拡大反対！
　　運転代行の適正化に向け、監査・取り締まりを強化させよう！
７．�コロナ危機に無為無策な安倍政権を継承する菅政権を打倒し、
命と生活と未来のために政権交代を実現しよう！憲法改悪・戦争
政策・格差社会を許さず、平和の下で共生できる社会を築こう！

８．職場と地域の運動と政策要求を強め、組織拡大に前進しよう！ 大会書記の川幡代議員

「賛否回答票」の集計結果

〇第１号議案　１年間の活動報告・闘争総括
　承認124　反対０　未提出12　合計 136
〇第２号議案　2019年度会計報告、監査報告
　承認124　反対０　未提出12　合計 136
〇第３号議案　新年度運動方針（案）
　賛成124　反対０　未提出12　合計 136
〇第４号議案　新年度予算（案）
　賛成124　反対０　未提出12　合計 136
〇第５号議案　規約改正（案）
　賛成115　反対０　未提出21　合計 136

【案件番号：155200931】 「地域公共交通会議に関する国土交通省としての考え方について」等の一部改正等について
国土交通省自動車局旅客課 パブリックコメント担当　　★電子メールアドレス： hqt-ryokaku@ml.mlit.go.jp
★ＦＡＸ番号 03-5253-1636　★郵送　〒100-8918 東京都千代田区霞が関２－１－３
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全自交労連第 4 8 回機関紙コンクール

最優秀賞は日交労の「いしずえ」と「湾岸新木場」
　

大
会
で
全
自
交
労
連
第
48
回
機

関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
応
募
23
紙
の
中
か
ら
日
交

労
本
部
の
「
い
し
ず
え
」
と
日
交

労
湾
岸
支
部
の
「
湾
岸
新
木
場
」

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
い
し
ず
え
」
は
殺
伐
と
し
た
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
「
退
職
金
制
度
の

導
入
」
等
の
組
合
要
求
を
記
事
に

し
、「
希
望
」
が
湧
く
情
報
を
発
信

し
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
湾
外
新
木
場
」
は
レ

イ
ア
ウ
ト
を
一
新
し
、
取
り
上
げ

る
記
事
も
イ
キ
イ
キ
と
し
て
お
り
、

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
見
出
し
等
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
賞
に
は
、
全
自
交
関
西
地

連
の
「
全
自
交
関
西
」、
日
交
労
千

住
支
部
の
「
千
住
」、
日
交
労
常
盤

台
支
部
の
「
常
盤
台
風
」、
日
交

労
赤
坂
支
部
の
「
あ
か
さ
か
」
の

各
機
関
紙
が
入
賞
ま
し

た
。

　

優
秀
賞
に
は
、
日
交

労
三
鷹
支
部
の
「
み
た

か
」、
日
交
労
赤
羽
支

部
の
「
赤
羽
Ｇ
ー
Ｃ
Ｏ

Ｍ
」、
日
交
労
中
央
支
部

の
「
中
央
」、
東
洋
交
通

労
組
の
「
躍
進
」
の
各

機
関
紙
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
全
国
で
７
都
道
府

県
か
ら
23
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
例
年
よ

り
減
少
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
応
募
さ
れ
た
紙

面
に
は
担
当
者
の
「
組

合
員
に
伝
え
た
い
」
と

い
う
思
い
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

最優秀の表彰を受ける藤田さん（右）と星さん（左）

特
別
賞
に
「
全
自
交
関
西
」・「
千
住
」・「
常
盤
台
風
」・「
あ
か
さ
か
」
の
４
紙
が
入
選
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感染防止対策を徹底して開かれた定期大会

新役員体制確立し運動の前進を誓う

　

全
自
交
石
川
ハ
イ
タ
ク
連
合
会

は
10
月
13
日
、
金
沢
市
の
石
川
県

女
性
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
32

回
定
期
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
畠
下
執
行
委
員
長

は
、
本
年
度
の
定
期
大
会
が
縮
小

し
て
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯

の
説
明
と
お
詫
び
を
述
べ
る
と
と

　

全
自
交
千
葉
地
連
（
岡
里
委
員

長
）
は
10
月
９
日
、
成
田
市
の
千

葉
交
通
労
働
組
合
会
館
で
第
49
回

定
期
大
会
を
開
き
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
絶
対
阻
止
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
組
合
員
の
生
活
と
利
用

者
の
安
全
を
守
る
」
を
柱
と
し
た

２
０
２
０
年
度
運
動
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

大
会
会
場
で
は
マ
ス
ク
着
用
・

消
毒
・
検
温
等
の
感
染
防
止
策
を

徹
底
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
岡
里
委
員

長
は
「
乗
務
員
は
感
染
リ
ス
ク
も

高
い
中
で
働
い
て
い
る
。
公
共
交

通
は
利
用
者
の
減
少
で
経
営
困
難

に
陥
っ
て
お
り
、
交
通
崩
壊
を
食

も
に
、「
現
在
、
直
面
し
て
い
る

人
員
不
足
や
高
齢
化
問
題
な
ど
に

真
摯
に
立
ち
向
か
い
少
し
ず
つ
で

も
前
進
し
て
い
こ
う
。
本
年
度
に

入
っ
て
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
大
幅
に
運
収
が

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
や

会
社
へ
の
要
請
行
動
を
こ
れ
か
ら

も
し
っ
か
り
続
け
て
い
き
ま
す
の

で
、
乗
務
員
の
皆
様
は
自
分
の
健

康
、
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

お
客
様
の
健
康
を
第
一
に
考
え
て

く
だ
さ
い
」「
明
け
な
い
夜
は
な
い
、

コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
ま
で
皆
で
団

結
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
提
案
さ
れ
た
一
年
間
の
活
動

報
告
と
決
算
報
告
、
新
年
度
の
運

動
方
針
案
や
予
算
案
を
満
場
一
致

で
承
認
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度

役
員
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

い
止
め
る
た
め
に
、
国
や
自
治
体

は
支
援
を
も
っ
と
拡
充
す
べ
き

だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
に
対
す
る
「
危
険
手
当
」
の
支

給
を
要
請
す
る
考
え
を
参
加
者
に

伝
え
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
全
自
交
東
京
地
連

の
直
井
書
記
長
が
駆
け
つ
け
参
加

者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
議
事
で
執
行
部
か
ら

２
０
２
０
年
度
の
運
動
方
針
案
・

予
算
案
を
提
案
し
、
全
体
の
承
認

で
新
年
度
の
運
動
方
針
・
予
算
を

確
立
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
新
年
度
の
役
員
選
出

を
行
い
、
岡
里
委
員
長
（
再
任
）、

大
久
保
副
委
員
長
（
新
任
）、
平

山
書
記
長
（
再
任
）
ら
の
新
執
行

部
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
岩
手
地
本
（
森
茂
執
行

委
員
長
）
は
10
月
15
日
、
９
月
初

め
に
行
っ
た
全
県
行
動
に
続
く
第

２
弾
の
取
り
組
み
と
し
て
花
巻
市

と
北
上
市
で
組
織
拡
大
行
動
を
行

う
と
と
も
に
、
10
月
18
日
に
は
盛

岡
市
で
同
様
の
組
織
拡
大
行
動
を

行
い
、
全
自
交
本
部
作
成
の
チ
ラ

シ
と
連
合
岩
手
が
作
成
し
た
最
低

賃
金
の
改
定
を
知
ら
せ
る
チ
ラ
シ

を
主
要
駅
に
待
機
す
る
タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
等
に
つ
い
て

対
話
し
ま
し
た
。

　

花
巻
市
で
は
、
倒
産
が
う
わ
さ

さ
れ
て
き
た
タ
ク
シ
ー
会
社
が
事

業
の
継
続
を
決
め
ま
し
た
が
、「
会

社
が
残
り
ほ
っ
と
し
て
い
る
が
、

見
切
り
を
つ
け
退
職
す
る
人
が
後

を
絶
た
な
い
。
営
業
を
継
続
で
き

る
か
不
安
だ
」
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
上
市
や
盛
岡
市
で

は
「
日
中
は
タ
ク
シ
ー
注
文
も
少

し
ず
つ
戻
っ
て
来
て
い
る
が
、
夜

の
飲
食
街
に
は
人
が
出
て
い
な

い
。
夜
間
は
い
く
ら
流
し
て
も
客

が
い
な
い
。」
と
い
う
乗
務
員
の

悲
痛
な
訴
え
も
あ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
が

続
き
、
営
収
回
復
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
る
厳
し
い
状
況
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

行
動
の
回
数
を
重

ね
る
ご
と
に
「
全
自

交
」
の
名
も
浸
透
し
て

お
り
、
チ
ラ
シ
の
配
布

を
始
め
れ
ば
「
ご
苦
労

様
で
す
」
と
挨
拶
す
る

乗
務
員
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
と
売

上
の
推
移
や
職
場
の
困

り
ご
と
も
気
軽
に
話
し

か
け
ら
れ
、
対
話
も
活

発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
自
交
茨
城
地
本
は
10
月
19

日
、
水
戸
市
・
労
働
福
祉
会
館
で

第
60
回
定
期
大
会
を
開
き
、
新
た

に
金
野
健
一
委
員
長
ら
新
執
行
部

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
関
東
地
連
の
水
野

委
員
長
、
連
合
茨
城
ハ
イ
タ
ク
部

会
の
福
本
幹
事
長
が
連
帯
の
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。
議
事
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
の
闘
い
を
柱

と
す
る
新
年
度
運
動
方
針
と
予
算

を
決
定
し
た
後
、
役
員
改
選
を
行

い
、
金
野
委
員
長
（
新
任
）、
小

野
瀬
副
委
員
長
（
新
任
）、
宇
野

書
記
長
（
再
任
）
ら
８
名
の
新
役

員
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。
最
後

に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
三
唱
し
て

大
会
を
成
功
裏
に
終
え
ま
し
た
。

千葉地連
定期大会

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
、生
活
と
安
全
守
る

石川ハイタク連合会第32回定期大会

自治体や会社への要請行動を続ける

茨城地本第60回定期大会

新型コロナ感染拡大と闘う
新執行委員長に金野氏を選出

岩
手
地
本　
組
織
拡
大
行
動

「
夜
間
の
利
用
者
が
い
な
い
」
悲
痛
な
訴
え

「
全
自
交
」
の
名
が
浸
透
し
、
対
話
が
活
発
に

主催者を代表して挨拶する畠下委員長

花巻でチラシを配る仲間

盛岡駅で対話する仲間
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